
第12回
日本小児医療政策研究会

日時：2016 年 3 月 19 日（土）13 時 -17 時

場所 ：フクラシア浜松町　https://www.fukuracia-hamamatsucho.jp/　〒105-0013 東京都港区浜松町 1-22-5

会長：田口　智章（九州大学大学院小児外科分野教授）

新しい専門医制度 ＆ 小児保健の向上を目指して
—少子化対策に向けての医療側の対応—

主　催：日本小児医療政策研究会　　共　催：NPO法人日本小児医療政策研究センター
後　援：日本小児科学会・日本小児保健協会・日本小児科医会・日本小児看護学会・日本小児外科学会・日本小児期外科系関連学会協議会・福岡地区小児科医会・
　　　　認定NPO法人難病のこども支援全国ネットワーク
事務局：先端医療研究センター＆遺伝病治療研究所内　TEL：044-322-9991（内線 3229）

■開会の挨拶　13：00 ～ 13：10
 田口智章（日本小児医療政策研究会 大会長）

 衞藤義勝（日本小児医療政策研究会 代表幹事）

 金子道夫（日本小児期外科系関連学会会長）

■基調講演　13：10 ～ 13：30
  司会　岡田知雄（日本小児保健協会 会長）

 ｢新しい専門医制度について｣　池田康夫（日本専門医機構 理事長）　

■シンポジウム１：新専門医制度の進捗と今後　13：30 ～ 14：50
  司会　五十嵐隆（日本小児科学会 会長）

  　　　田口智章（九州大学小児外科 教授）

 ｢基本領域としての小児科専門医｣　有阪　治（獨協医科大学小児科 教授）

 ｢地域総合小児医療認定医｣　神川　晃（日本小児科医会 副会長）

 ｢基本領域としての外科専門医と NCD｣　岩中　督（日本専門医機構 理事）

 ｢小児外科専門医｣　黒田達夫（日本小児外科学会 理事長）

 ｢総合診療専門医｣　有賀　徹（日本専門医機構 副理事長）

 ｢小児医療を支える様々な看護資格制度の課題｣　日沼千尋（日本小児看護学会 副理事長）

■特別講演１　14：50 ～ 15：10
  司会　衞藤義勝（日本小児医療政策研究会 代表幹事）

 ｢小児医療、少子化対策に期待すること｣　加藤勝信（衆議院議員　一億総活躍担当大臣）　

■シンポジウム２：小児の臨床現場からみた現在の保健・医療制度の問題点　15：20 ～ 16：30
  司会　鈴木順造（日本小児保健協会 理事）

  　　　越永従道（日本小児外科学会 副理事長）

 ｢VitK 欠乏性頭蓋内出血の予防｣　深澤　満（福岡県小児科医会・日本小児科医会 教育委員）

 ｢HB ユニバーサルワクチンに期待すること｣　須磨崎亮（筑波大学小児科 教授）　

 ｢神経芽腫マススクリーニング休止後の再評価｣　田尻達郎（京都府立医大小児外科 教授）　

 ｢小児災害医療対策の問題点｣　米倉竹夫（近畿大学医学部奈良病院小児外科 教授）　

 ｢医療情報の電子化と共有について｣　森臨太郎（国立成育医療研究センター 部長）　

 ｢最近の母子保健を取り巻く状況｣　田中　桜（厚生労働省母子保健課 課長補佐）　

■特別講演 2　16：30 ～ 16：50
  司会　日沼千尋（日本小児看護学会 副理事長）

 ｢成育基本法の成立に向けて｣　松平隆光（日本小児科医会 会長）　

■閉会の挨拶　16：50 ～
 田口智章（日本小児医療政策研究会 大会長）


